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《はじめに》 
 
絹委員会としての訪中は、２００５年６月に派遣してから４年が経ちました。 

今回は、絹需要振興の一環事業としてシルク製品の主要な縫製企業を中心に訪問し、更に

は繭原料の中国一の生産地である広西チワン族自治区の養蚕地帯の製糸工場を組み入れた

日程で杭州、西安、南寧を訪問しました。各地の経済発展のスピード、経済特区の建設ラ

ッシュ、市内の朝夕の乗用車の多さによる渋滞と人々の活気には感嘆しました。 
 
日本繊維輸入組合を受け入れてくれた CATHAYA GROUP は、浙江省絲綢進出口公司の

流れを汲む中国でトップクラスのシルクの貿易、情報発信企業として、繊維輸入組合とは、

長い友好関係を保ってきており、会員間の取引も盛んであります。一方、浙江省は、中国

全体のシルク産業の中心となっていることから CATHAYA を中心に農業問題が絡む繭生産

の動向に責務を負っているとのことでした。 
 
杭州を出発して５日後に杭州に戻ってくる壮大な日程で、杭州では、紡糸から縫製、デ

ザインまでの一貫生産で High Fashion co ltd、中国一の世界戦略の企業などを中心に訪問

し、西安では、長い歴史のある陝西省絲綢進出口公司の流れを汲む陝西開成服装進出口有

限公司を訪問しましたが、シルクについては、内地用の縫製品以外原料の輸出、国内取引

が中心とのことでありましたが、シルク交易の発祥の地には変わりありませんでした。 
 
広西チワン族自治区の南寧市は、看板の漢字がなければ風景、人種で中国以外の国のよ

うであり、また、ここは、中央政府の厚い保護があり、中国の民営化の流れが遅いと感じ

られました。広西絲綢（集団）有限公司を訪問し、中央政府の農業問題、東桑西移の政策

により繭生産が中国一になっているが、各農家よりバラバラに集繭することから繭質が不

揃いとのことで、近々、品質管理センターを立ち上げるとのことで期待したいところです。 
 
しかしながら、本来の天然繊維の持っている良さを活かした糸を使った新しい用途開発、

新規洋品、家庭品に応用する発想があれば、需要の振興が可能になるのではないかと考え

ると EU、米、日本のシルク需要が減退しているのに、インドについては、中国の最大の輸

出国になっているのが理解できるような気がしました。 
 
 今回は１０月１３日（火）から１８日（日）まで、浙江省杭州市、陝西省西安市、広西

チワン族自治区南寧市と時間の許す限り各地を訪問し、見聞を広めることが出来ました。 
 

                         団長 宮崎 満 
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一、団員名簿 

 
 

中国市場調査派遣の名簿 

 

 
氏 名 組合役職 会社名 会社役職 

団 長 
宮崎    満 

MIYAZAKI MITSURU 
委 員 長 ㈱ＧＳＩクレオス 

常務取締役 

繊維事業部門統括 

兼大阪支店長 

団 員 
吉岡 正博 

YOSHIOKA MASAHIRO 
副委員長 北西産業㈱ 代表取締役 社長 

〃 
松村  滋 

MATSUMURA SHIGERU 
委 員 松村㈱ 代表取締役 社長 

〃 
渡邊  大 

WATANABE TSUYOSHI 
委 員 同興商事㈱ 代表取締役 社長 

〃 
潘 林 龍 

PAN LIN LONG 
委 員 中和㈱ 代表取締役 社長 

〃 
神保 敬一 

JIMBO KEIICHI 
事務局 日本繊維輸入組合 業務部 部長 

通  訳 
周   萌 

ZHOU MENG 
現地参加   

 
 

２００９年１０月 
日本繊維輸入組合 絹委員会 
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三、浙江省、陝西省、広西チワン族自治区の一般概況 

 

一、浙江省【略称：浙】 

１．省都：杭州市 

２．地級行政区（11 個）：杭州市・温州市・台州市：寧波市、他 7市 

３．面積：101,800 平方キロメートル 

４．人口：5,060 万人（2007 年） 

５．GDP：21,500 億元（2008 年） 

６．主要民族：漢民族（99.14％）/シェ族（0.37％） 

７．気候：亜熱帯気候に属し、四季がはっきりし、降雨量が豊富である。年間平均気温は

摂氏 15-18 度、年間平均降雨量は 1100-1900 ミリである。 

８．概要： 

浙江省は、華東地区中部に位置し、東シナ海に面する。浙とは省内最大の河川・銭塘

江を指す。銭塘江は蛇行が激しいことから、曲江・之江・浙江・浙江などと呼ばれて

きた。また、浙江省は、中国最大都市上海に隣接し、「七割が山、一割が水、二割が水

田」と言われ、自然が豊かで、昔から「魚米の里、シルクとお茶の産地、文化財の邦、

観光の地」と呼ばれている。 

９．略史： 

春明時代の越国、戦国時代に入り楚に属した。泰始皇帝により統一され、会稽郡が設

置された。漢代には楊州に属し、三国時代には呉の領域に入った。唐代に浙江東西両

道が置かれ浙江の名が使われた。五代十国時代には杭州を都とする呉越国が成立した。

北宋が南渡して杭州は南宋の都となり、元代に浙江行省が設置され、明には浙江布政

司、清代に浙江省が成立した。 

 

【杭州市】 

浙江省の省都（副省級市）であり、中国八大古都の一つであり、国家歴史文化名城に

指定されている。 

隋代以降、江南運河の終着点として経済文化が発達し、「天に天堂あり、地に蘇杭あり」

と謳われた。また、五代十国の時代、呉越国の都となり、南宋時代には事実上の首都、

臨安府が置かれた。杭州市は浙江省の北部にある。浙西中山丘陵の中部、浙北平原の

中西部に位置し、山地丘陵がおよそ三分の二を占める。地勢は西南から東北へ向かっ

てゆるやかに傾斜している。市域を富春江・銭塘江が貫流し、市の中心部は銭塘江の

下流、京杭運河の南端に位置している。かつて城壁に囲まれていた市の中心部の西側

には、西湖という湖があり、西湖は西、南、北の三方を山に囲まれ、風光明媚な名勝

として内外に知られている。 
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二、陝西省【略称：陝】 

省都は西安市で、黄河中流に位置し、陝西省と山西省の境をまっすぐ南下した黄河は

潼関付近で直角に流れを変え西進を始める。地勢は大きく北部の陝北高原、中部の関

中平原、南部の秦巴山地の 3つに分かれている。陝北高原は黄土高原の中央に位置し、

黄土塬や梁、茆と呼ばれる黄土特有の丘陵・台地が広く分布している。関中は渭河によ

る沖積平原で、四方を山に囲まれ、東の函谷関・南の武関・北の肅関・西の散関の四つの

関門の内側にあることからその名がついた。秦巴山地は関中の南の秦嶺山脈と、四川

省との境にある大巴山地の総称で、両者の中間には漢水沿いに漢中、安康の盆地があ

る。 

 

【西安市】 

西安市は、陝西省の省都であり、古くは中国古代の箸諸王朝の都となった長安である。

国家歴史文化名城に指定されている。経済的重要性から大幅な自主権を持つ副省級市に

も指定されている。中国関中平原の中部に位置し、北には渭水が東西に流れ、南は秦嶺

山脈が東西に走っている。 

１）面積：9,983 平方キロメートル、 

２）人口：約 680 万人（市街地の人口約 300 万人を占める。） 

３）気候：温帯大陸性気候 

４）温度：平均温度は 13 度 

５）略史： 

  紀元前 11 世紀から西暦 9世紀にかけて、中国の政治・経済・文化の中心であり、西周・

前漢・新・普・前趙・後泰・西魏・北周・隋、唐の諸王朝となった。  

省内には黄河が流れ、省都は西安、陝西省の陝から、略称は陝。古代中国の長安一体の

地域であり、泰の都咸陽、前漢・唐の都長安があった地である。北部は、内蒙古自治区

と接し、また、北部の延安は中国革命の聖地として名高い。東部は、山西省・河南省と

接している。西部は、寧夏回族自治区・甘粛省と接している。南部は、四川省・重慶市

と接している。東南部は、湖北省と接している。陝西省の主要都市：西安市・延安市・

咸陽市・華陰市・宝鶏市である。 

 

三、広西チワン族自治区 

１．区都：南寧市 

２．略称：桂 

３．主要都市：南寧、柳州、桂林、北海など 

４．面積：23.67 万平方キロメートル 

５．人口：4,719 万人(2006) 

６．一人当たり GDP：10,240 元(2006) 
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７．概略： 

   広西チワン族自治区（日本の県に相当する）は、中国大陸の南端に位置し、ベトナム

と国境を接している。最も美しいカルスト景観・桂林を有し、多くの少数民族人口を

抱えるとともに、中国の「歌の神様」とされる劉三姉の故郷で昔から名が高い。20 世

紀 70、80 年代において、中国・ベトナム戦争で最前線に位置していた影響もあって、

経済的には今なお立ち遅れているが、現在、西部大開発の熱気が高まる中で、ASEAN 各

国と中国との交流拠点として中国国内で注目を集めている。 

 

【南寧市】 

１．面積：22,293 平方キロメートル 

２．人口：約 295 万人（チワン族が全市人口の 56.3%を占める。） 

３．気候：海洋から遠くないため高温多湿 

４．概要： 

自治区の西南部に位置し、「花が一年中咲き、樹が常緑であり、果物が一年中熟する」

という中国の「緑街」と言われている。歴史的に中国南部国境の重要な街である。南

寧国際空港までは約 30km。サトウキビ、果物、野菜、カリン、キャッサバ、米が主な

農産物。また製薬、電子情報、機械電子等を中心とする新興産業団地になっている。 

     また、広西の教育の中心であり、自治区の 80％の大学が南寧市に集中している。また、

毎年「南寧国際民謡祭」及び大型経済貿易商談会を開催し、世界各国の有名な芸術家

を招聘して多彩なイベントを行い、また、国内外の有名な企業を招請し商談を行って

いる。 

南寧市は、広西壮族（チワン族）自治区の首府である。面積は約１万キロ平方メー

トルで、中心地は約 85 平方キロメート ルである。人口は約 280 万人、そのうち中心

地に約 90 万人が居住している。民族は漢族、壮族（チワン族）が大半を占め、南方人

の特徴である、丸顔で小柄の人が多い。他の民族としては苗（ミャオ）族、瑶（ヤオ）

族、毛南族、イ同（トン）族、ムーラオ族、水族、京族など 30 強の民族が居住してい

ると言われている。歴史的を遡ると古代南寧は百越国の領地であった。秦の始皇帝の

時代は桂林郡が管轄し、西漢の漢武帝は玉林郡に管轄。東晋大興元年（318 年）に今の

南寧市に大興郡が置かれ郡府もそこに置かれた。ここから南寧市の歴史が始まったと

言われる。千年以上も歴史が続く由緒正しき都市である。       
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四、訪問先と面談者 

１日目 

 

《浙江省》 

 

浙江凱喜雅集団（CATHAYA GROUP）＆浙江凱喜雅国際股份有限公司 

１．日 時：２００９年９月１４日（水）９：３０～１１：４５ 

２．場 所：杭州市 

３．面談者：総  裁 李继林（Ｌｉ Ｊｉ Ｌｉｎ） 

      副 総 裁 呉金根（Ｗｕ Ｊｉｎｇｅｎ）   

総裁助理 呂 幸（Ｌｕ Ｘｉｎｇ）   

 

華鼎集団控股有限公司（CHINA TING GROUP） 

１．日 時：２００９年９月１４日（水）１４：３０～１７：３０ 

２．場 所：杭州市 

３．面談者: 副総裁 方 陸（Ｆａｎｇ Ｌｏｎｇ） 

           

杭州藤富絲綢服装有限公司 

１．日 時：２００９年９月１４日（水）１８：３０～１９：３０ 

２．場 所：杭州萧山経済技術開発区 

３．面談者: 総経理 佐藤 弘（Ｓａｔｏ Ｈｉｒｏｓｈｉ） 

 

    

２日目 

 

浙江凱喜雅華豪針織有限公司 

１．日 時：２００９年９月１５日（木）９：３０～１１：３０ 

２．場 所：徳清経済開発区 

３．面談者: 総経理 丁政华（（Ｚｈｅｎｇ ｈｕａ Ｄｉｎｇ）         

 

達利集団（HIGH FASHION CO.,LTD.） 

１．日 時：２００９年９月１５日（木）１４：３０～１６：３０ 

２．場 所：杭州市 

３．面談者:副総経理  張躍權（Ｂｙｒｏｎ Ｙ．Ｑ．Ｚｈａｎｇ） 
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３日目 

 

《陝西省》 

 

陝西開成服装進出口有限公司＆陝西開成投資実業有限責任公司 

１．日 時：２００９年１０月１６日（金）９：３０～１１：３０ 

２．場 所：西安市 

３．面談者：総経理  李文琦（Ｌｉ Ｗｅｎ Ｑｉ） 

                     

４日目 

 

《広西チワン族自治区》 

 

横县桂华茧丝绸有限責任公司 

１．日 時：２００９年１０月１７日（土）９：３０～１１：３０ 

２．場 所：広西横県 

３．面談者: 董事長    卢受坤（Ｌｕ Ｓｈｏｕ Ｋｕｎ） 

       

广西丝绸（集団）有限公司＆广西茧丝绸行业协会 

１．日 時：２００９年１０月１７日（土）１３：３０～１５：００ 

２．場 所：南寧市 

３．面談者: 総経理   藍樹思（Ｌａｎ Ｓｈｕ Ｓｉ） 

 

广西大宗茧丝交易市场有限責任公司 

１．日 時：２００９年１０月１７日（土）１５：３０～１６：３０ 

２．場 所：南寧市 

３．面談者: 常務副総裁    陈晖（Ｃｈｅｎ  Ｈｕｉ） 

 

５日目 

 

《浙江省》 

 

杭州富强丝绸有限公司  

１．日 時：２００９年１０月２８日（日）１０：３０～１２：００ 

２．場 所：萧山経済技術開発区 

３．面談者: 董事長＆総経理  陈张仁（Ｃｈｅｎ Ｚｈａｎｇ Ｒｅｎ）          
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五、団長挨拶の要旨 

�

日本繊維輸入組合の長年のテーマであるシルクの需要増進に対して「一般消費者に対する

シルク製品需要増進の方策」提言を絹委員会でとりまとめました。日本のシルク産業の取り

巻く環境は、２００６年の呉服小売の大型倒産に端を発して、また、一昨年来の世界経済危

機が未だに尾を引いており、国内の主な絹織物産地の生産が年々大幅減少になり厳しい状況

が続いております。 

 

日本の衣料市場は、ファッション性、低価格商品を提供するユニクロを筆頭にスペインの

ＺＡＲＡ、ノルウェーのＨ＆Ｍ、アメリカのＦＯＲＥＶＥＲ２１などがヤング層に受け入れ

られていますが、日本を代表する大手百貨店の衣類販売においても価格見直し、値ごろ感を

打ち出してきており、我われが狙う層の商品は、シルク製品に限らず非常に厳しい商戦にな

ってきております。シルクを考えた場合には、ネット販売のパジャマ、インナーについては、

リピーター層に支えられて利益を出しているようですが、富裕層に対する外衣においては、

シルクは扱い難いというイメージがありシルク離れが進んでいます。一般衣料においても上

代価格が押さえられることにより、セルロース系のレーヨンやアセテートに代替されている

状況にあります。 

 

ちなみに、シルクを含む日本の繊維製品の全体の輸入状況では、２００９年１～８月期に

円ベースでは１兆８６００億円（前年同期比９０．３％）ドルベースで１９５億ドル（前年

同期比１００．３％）このうち、衣類が８０．０％、その他インテリア等の二次製品が１２．

７％と製品輸入が９２．５％を占めております。残り７．５％が糸、織物になっております。

また、貴国からは、金額ベースで全体の７８．９％を占めております。このような状況では、

生糸、絹糸（０．１％）、絹織物（０．２％）の輸入で、粗原料での輸入を促進することが

日本の国内の加工場の衰退により困難になってきております。我が国の生糸の関税割当数量

は、昨年度は２６，０００俵ですが、輸入が半分も消化されていません。本年度は２０，０

００俵の申請ですが、履行することが大変厳しい状況にあり、現在の世界のシルクの置かれ

ている状況では、日本が必要とする２７Ｄｘ５＆６Ａクラスの中国のオファー価格では購入

することができない環境にあります。 

 

日本を代表する大日本蚕糸会の蚕糸・絹業提携支援センターが純国産を御旗に３５億円の

国からの助成を受けて、主に和装を中心に需要の促進事業を行っております。日本繊維輸入

組合としては「シルクの価値創造に関する調査事業」として、２,０００万円の政府助成を

受けて、和から離れ洋の部分でシルク１００％の素材から他の天然繊維との複合素材、機能
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素材を開発して、すぐに効果は期待できないところもありますが、消費者にシルクの良さを

再認識してもらう事業を開始しました。 

 

   このようなわが国の絹製品の輸入状況においては、富裕層向けの国内産シルク製品、欧米

のブランド製品以外、衣類に関わらず、インテリアなどライフスタイル全般が、中国からの

製品輸入になっております。今回、繭原料からシルク製品まで生産している中国の現状を調

査し実態を把握することによって、わが国のシルク需要増進の道標とすべく、訪問すること

になりました。 

以 上 
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六、主な訪問先の概要 

 
・浙江凱喜雅集団（CATHAYA GROUP）の概要 
 
  本部は、浙江省杭州市に拠点を置き、国際貿易に関して専門公司として研究開発、製造

の取引を一貫集積した非国営の企業です。 浙江凱喜雅集団は、６企業分公司と内外に２０

企業の子会社を有しています。「CATHAYA」ブランドは、商務省によってリストアップさ

れ、中国の最初の batch of High Quality Silk でもあり、中国絲綢協会（CSA）によっ

て正式認可されました。CATHAYA ブランドは、生糸、絹生地と絹の衣類に与えられまし

た。国際貿易取引と専門知識との経営陣チームを統合して、研究開発、製造と取引を行っ

ています。 
 
  絹織物、捺染、精製、染色、衣類とアクセサリー製造においては、生産能力を大きくす

るために開発され、最新の先進技術で、１，０００種の新しく設計された新商品を研究開

発センターで企画、設計されています。それは国内外で高い評価を得ることになりました。 
   重要なことは、「顧客が、一緒に Working と Enjoying することにあります。」そして、

ISO 9001 Quality Certification を達成して、我々は 80 カ国以上の国と地域から経済協力

を含め、長期取引として１，５００企業以上の顧客との技術協力を確立しました。 
     
贸易板块： 

・市场拓展分公司 浙江凯喜雅同创进出口有限公司 
・茧丝分公司   浙江凯喜雅贸易发展有限公司 
・服装分公司   浙江凯喜雅服饰有限公司 
・丝织品分公司  浙江凯喜雅物资进出口有限公司 
・纺织品分公司  浙江凯喜雅轻纺进出口有限公司 
・成品分公司   上海凯喜雅国际贸易公司 
・日本莱蒙贸易株式会社・浙江丝绸（美国）有限公司・凯喜雅（香港）公司 

 
工业板块： 

・深圳华丝企业股份有限公司・杭州华谊服装有限公司・浙江凯喜雅华开服装有限公司 

・浙江凯喜雅华蒙针织有限公司・浙江华宇丝绸领带有限公司・浙江华标织唛有限公司 

・绍兴凯喜雅服装有限公司・德清凯喜雅投资发展有限公司 
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房地产板块：   
・浙江凯喜雅房地产开发有限公司 

 

科技文化板块： 

・浙江丝绸科技有限公司・浙江凯喜雅广告有限责任公司 

 

 

・華鼎集団（China Ting Group）概要 
 
１９９２年に成立した中国の主な省の大型製造業者の協力を得て、輸出業と小売商を行

っている。中国での生産施設は、杭州華鼎工業団地に位置し、２００３年の生産開始、最

も大きい絹織物服装輸出業者で、同時に中国で最も大きい絹織物服装製造業者です。華鼎

集団の本部は、香港に拠点を置き、事業は中国浙江省杭州市を中心に江蘇省と深圳に生産

基地を擁している。 
主要な業務は３点が挙げられる。 
    * 国際著名な流行の服装商標として、ナショナルチェーン店、百貨店に混紡使いの新

商品を生産し提供する 
    * 国内市場においては、婦人服のブランドファッション商品を製造して小売りを経営

する 
    * 企業は、完全一貫生産を目標し業務、製造、小売りを行う 
【華鼎集団の関連企業】 

浙江華励時装有限公司 浙江富成時装有限公司 浙江信安時装有限公司 
浙江華鼎金誠絲綢有限公司 浙江創越時装有限公司 浙江華鼎針織品有限公司 
浙江華鼎時装有限公司 浙江富豪時装有限公司 杭州富鼎時装有限公司 
杭州富成時装有限公司 深圳華越絲綢制品有限公司 江蘇富澤紡織有限公司 
杭州華鼎西服時装有限公司 杭州華星絲綢印染有限公司 
 
 

・杭州藤富絲綢服装有限公司の概要 
 
１９９４年にシルク製品の縫製工場としてスタートしたが、現在はカーテン、インテリ

ア製品を中心に縫製し、ほとんどが日本のユーザーに伊藤忠ホームファッション（株）経

由で輸出している。杭州萧山経済技術開発区の繊維業以外の開発が進み、また、労働法改

正によって、工賃のアップで２００名弱の平均賃金は約９００元／月（社会保障費含まず）。

採算ぎりぎりの状態にある。 
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・浙江凱喜雅華豪針織股份有限公司の概要 
 
工場は、ＣＡＴＨＡＹＡの集団企業の一部であり、5 年前にイタリアから自動編み機を輸

入して、絹の継ぎ目のない下着生産を開始した。現在では先進のＩＴ器材と技術力を持っ

て、４アイテムの商標登録と特許を取得して世界から信頼を得ている。 
現在、４０セットの完全形成自動編み機を所有し、年間の生産品は、スパンデックス継

ぎ目のない下着、衣類とアクセサリーのある絹/スパンデックス、ナイロン/スパンデックス、

綿/ナイロンと他の材料のための約２，０００万セットの製品を生産している。 
 
 今後は、国際基準に基づき主に欧米の顧客のＯＥＭ生産から自社ブランドを開発し、ス

ポーツウェア分野に進出する。 
 
 
・達利集団の概要 
 

High Fashion Co.,Ltd は、中国においてシルクの粗原料から選別し、製織、生地開発、

デザインファッション、ブランド開発、縫製を行い、香港を基地として世界に販売してい

るグローバル企業として高い評価を得ている。１９７８年に設立され、女性と男性製品、

ニットウェア、スポーツウェア、ネックウェアとインテリア、ライフスタイルに関わる家

庭の家具などシルク製品専門企業と発展し、１９９２年に香港証券取引所に上場された。 
 

   中国では、最も最先端の技術および施設を所有し、生地開発、ロールプリント開発、デ

ザイン、ファッション、ブランドを高め科学とテクノロジーによって世界の有力企業に位

置付けられている。工場は、広東と浙江を中心として、公認のＩＳＯ９００１を２０００

年にＩＳＯ１４００１を取得している。生地の自家検査では、ＡＱＬ２.５の国際基準を採

用し完全顧客の需要を満たしている。 
 
   特に 高いファッションの高揚については、イタリアから専任のデザイナーを招聘し、

最新ＩＴ器材を導入し続け、ブランド商品を世界に販売し、シルクの織物と衣服での世界

でのリーダーシップの役割を果たしている。香港に本社を置き、中国の主要都市に支店、

海外には台湾、ニューヨーク、イタリア、ロンドン、フランスを拠点としてシルク製品を

世界に輸出している。 
 
 
 
 



 15

・杭州富強絲綢有限公司の概要 

 

本社、工場は、１９９４年に萧山経済開発区に杭州富強絲织廠、浙江省絲綢集団公司、

莱蒙貿易、華潤（ＨＫ）絲綢有限公司の共同投資により設立された。投資金額は４８０万

米ドル、敷地面積４万平方メートル、工場築面積３万平方メートル、従業員１７０名で貿

易輸出権を取得している。生産品目は、ニット衣料を始め生糸、撚糸、先染め糸、白生地、

サンドウォッシュ織物、トリコット編物などが中心で生産商品の約８０％を日本、韓国、

香港、欧米向けに輸出している。（精練整理加工機チーズ染め機を保有。） 
「団結、効率、信用、開拓」をモットーに生産手段、品質管理を強化し、国際市場動向

把握に努め、需要に応える高品質な商品の生産販売を行っている。今後は、日本への輸出

をベースに欧米市場を重点的開拓して国際市場への量的拡大より市場にあった中・高級品

の輸出販売を目指している。 
 
 過去、対日向けの和装用の裾もの（羽二重、綸子など）を中心に生産していたが、この

ころからノウハウの蓄積、将来を見据えた粗原料から製品までの一貫生産を手がけ、現在

では投資金も完済し、１００％自己資本による民営企業である。カットソーの婦人衣料は

フォーマルドレスからセーター、カーディガン、タンクトップなど一部自社デザイナーに

よるブランド品を持ち、広く各国の需要層に応える格上商品を提供している。 
 

以 上 
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参考：東桑西移の政策概要 

 

・主要工場、公司の責任者が述べた東桑西移の概要を要約しました。 

 

 農村と都市部の貧富格差是正を図り、中国が抱える８億人の農民の経済力を高めること

を目的として、社会の安定に努める。中国全体の発展を阻害する要因である農業、農村、

農民の三農問題をシルクについては、主要産地の山東省、江蘇省、浙江省など東部沿岸地

域から中・西部地域へ移転し、東部地域は、品質を高めた付加価値の高い世界的ブランド

の育成を図る政策です。 

 

 商務部による「東桑西移」（東部地区の養蚕業の西部移転）政策は、２００６年から始ま

り現在も実行されている。ただし、当初のように事業に対する財務部の資金援助は行われ

ていない。「東桑西移」プロジェクトは、東部企業による中・西部での養蚕・シルクの貿易・

工業・農業を一体化した企業の建設を支えることを目的とし、目標として「第１１次５ヵ

年計画」期間に中・西部地区で２００箇所の先進技術、市場サービスネットワークシステ

ムを持つ健全な養蚕基地を建設し、大規模な養蚕・シルク加工企業に発展させる計画です。 

 

国全体の「東桑西移」政策は、特に雲南省と広西チワン族自治区の養蚕の技術革新を進

め、新製品の開発で養蚕業の健全な発展を促進させる。「東桑西移」政策の重要性は、国家

経済の発展、中国の伝統的な産業と結びつけ、中国のシルク産業の促進のための安定した

持続可能な開発、中・西部地域の農業、農村部の経済発展の産業構造改革の推進、農民の

収入増加、新農村建設が非常に重要な意義を有することです。農家の所得の増加や中・西

部地域の経済発展を促進する中国のシルク産業の持続性の要因は、非常に重要な理由の伝

統文化に根付いている。ただし、中・西部の省や自治区の人的資源の広大な地域が、気候、

砂漠化や廃棄物などで乾燥し、土地利用がいくつかの作物、換金作物の成長に困難な一面

を持っているが、広西チワン族自治区の養蚕産業が急速に発展したのは、海外援助や浙江

大学、浙江省農業科学院の養蚕業に関わる技術刷新に取り組んで開発が進み成功している。 

  

中国の強力な資源、生産、加工、実務家の協働によって、繭・生糸の生産が世界全体の

７０％以上を占めている。 近年では、国や国際機関の海外援助の多くは、インド、ブラジ

ル、東南アジア、中央アメリカへ向けられており、中国のシルク産業の国際競争力を向上

させるには、国内の投資を増やして、中・西部の省と自治区の産業構造を改革し、シルク

業界を調整し健全でかつ安定的な発展を確立することが重要であり必要である。 

以 上 
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七、市場調査団員の報告  

                                                 

中国市場調査の報告   
      

 株式会社ＧＳＩクレオス 宮崎 満   
 
  当委員会のテーマである「シルク需要の掘り起こし」を起点として、あらためて中

国におけるシルクの事情調査を目的として行われた。訪問地は杭州地区から西安、南

は南寧市と正に絹の生産地を、また訪問先は各々の公司から縫製製品工場、製糸工場、

染色工場、更に小売店舗、市場と満遍なく視察した。 
  
  全体として中国は、シルクの専門店または市場、あるいは製品の工場でシルク扱い

が９０％とか４０％とかの生産であったりして、日本よりシルクは一般的で特殊なも

のであるという様子は感じなかった。また製品の輸出では日本というよりやはり欧米

向けが大きく地位を占めていた。 
 
  一番参考になったことは、私としてはやはり南寧での繭からの製糸工場である。聞

けば生産量において１２セットは大きいという。等級は４Ａということであるが、一

つの繭から取れるメーター数（７００～８００Ｍ）も日本の満足レベルではなさそう

で品質としては最上ということではないようである。他の省でもあったが、当製糸工

場や広西自治区のシルク公司で、非常に参考になったことは原料として繭の産地、農

家等の事情である。このことは生糸の生産、価格、品質等相俟って正に日本向けに密

接に関係するところである。繭の生産量はやはり減少傾向にありそうで、逆に製糸能

力は過剰気味で在庫増にもつながっているようである。 
 

他の農産物の価格とも関連して、繭も農家に対して一定の水準価格を維持（保護）

する必要性もあるとの事情もわかった。いわゆる原料高の製糸安の状況も窺えた。製

品等の輸出も２０％程度ダウンしており、日本向けも２２％ダウンとのことで（ＣＡ

ＴＨＡＹＡでの話）、内需に力をいれているとのこと。真綿の布団用に明るい兆しがあ

る等は各訪問先どこでも共通した話であった。 
 
これらのことから察すれば、減少していく繭、製糸能力とのバランス、結果として

の価格の行方、品質の維持向上、需要の見通し（輸出含めて）、内需の拡大対策等、輸

入に頼る日本としてはどう受け止めるべきか？それなりの品質、価格等で日本を満た

そうと思えばやはり製品での需要啓蒙と常に中国の事情把握につとめる必要があるの
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ではと思われる。 
今回も広範囲、多くの訪問先と過密スケジュールでしたが６日間皆無事にて大変有

意義な視察であったというのが率直な感想です。皆さんご協力本当にありがとうござ

いました。 
以 上 

 
 

中国市場調査の報告 

 

北西産業株式会社 吉岡正博 

 

２００９年１０月１７日、南寧絲綢（集団）有限公司の金仲華副総経理の案内で、養蚕

及び製糸を経営している戸受坤薫事長の会社横县桂华茧丝绸有限責任公司に訪問する事が

出来た。種々懇談の中で、国の方針として、東桑西移のプロジェクトが進み、広西チワン

族自治区に中国一の養蚕大産地が出現した意義は大きく、今後のシルク業界に大きな貢献

が期待される。 

 

戸受坤薫事長の経営理念は、先ず、横県農村労働者の生活を第一に考え、農民が、桑の

生産、養蚕、製糸、椎茸の生産と、一年を通して、季節に応じた仕事が出来る様、合理化

を図り、生産性の向上に努力することであった。 

 

広西チワン族自治区では、現在、生産許可の資格を有している製糸企業は７３社１７万

錘になっている。 

 

・ 会社の設立：２０００年 

・ 桑面積：９年かけて、現在、８０００畝から４.５万畝に成長、村の総面は１０万畝 

・ 労働者：８００名、内、約７００名は製糸関係、残り、１００名は養蚕管理 

（５月～１０月）と椎茸管理（１１月～４月） 

・ 製糸工場：製糸機：１０セット 年間生産量 生糸 約３６５トン 

玉糸用製糸機 ８セット 年間生産量 玉糸 約３００トン 

玉糸用製糸工場は、広西自治区で一社のみ 

・ 養蚕：年８回１令～３令まで稚蚕共同飼育、４令～５令まで農家で飼育 

・ 繭単繊度：２.１Ｄ～２.３Ｄ 平均２.２Ｄ （Ｄ＝デニール） 

繭は小ぶりで、繊度が細い、大中節、小節が少なければ楽しみの出来る繭 

但し、選別が重要。 
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参考として、三眠蚕は、繊度が１.６５Ｄ～１.７６Ｄで、大中節、小節が

少なく、高格の５Ａ～６Ａの生産も可能 

・ 繭の買取場所：１０箇所 横県の集繭場所 

・ 繰糸繊度：購買者の要求によって繰糸、 

生糸 ２０/２２Ｄ２１中、２５/２７Ｄ２６中、２７/２９Ｄ２８中 

玉糸 １００/１２０Ｄ１１０中 

（製糸に関しては、日本人の木下先生から指導を受けている） 

・ 繰糸小枠回転数：１分間 １５０回、生糸単繊度が細いので、低速回転により良質の 

生糸生産可能 

・ 揚返し：繰糸機の小枠から生糸を乾燥しながら大枠に巻き取る生糸の切断は見ない 

・ 繭倉庫：夏繭が貯蔵され、毛羽付きの状態で、袋に詰め保管 

・ 選繭所：選繭は肉眼検査のみ、外部汚染繭、穴あき繭、玉繭、奇形繭を選別する簡単

なもので、内部汚染繭、薄皮繭、ぞく着繭等も同じく選別されればと感じた 

・ 販売先：国内の需要で、現在は、選繭は簡単に、約２Ａ～３Ａ格で販売 

・ 乾繭糸歩：３２.３％～３３.３％、解除率 ６０％～７０％、各生産地により 

多少差違あり 

・ 広西省繭生産量：２００７年 約２０５,０００トン 

２００８年 約１７９,０００トン 

２００９年 約１４０,０００トン 

 

特に、２００８年後半より、生糸価格がＵＳ＄２２.００前後まで下落し、２００９年

５月頃まで回復せず、又、農民の繭生産コスト割れや、春の干ばつ等により、大きな

減産になった。 

 

横県の訪問は非常に興味を感じました。細繊度で小振りな繭の単繊度は２.２Ｄ中心と聞

き、大中節、小節が少ないのではないかと考える。繰糸前の選繭を完全に厳選に検査、粒

揃に選別した繭で２５/２７Ｄ、２６中を繰糸して、中国の輸出検査を受けた場合、５Ａ格

～６Ａ格に合格するのではないかと思われる。参考までに、三眠蚕は、５Ａ格～６Ａ格に

合格している。 

 

私の提案として、新しい広西省のブランドを作る為に、是非、研究してみてはいかがでし

ょうか。 

 

以 上 
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中国市場調査のレポート 

 
松村株式会社 松村 滋 

 
２００９年１０月１３日～１８日の中国市場調査について、訪問先を調査目的別に大き

く２つに分けて報告することに致します。 

 

１．中国 養蚕・製糸業の現状 

２．中国 シルク業界（織物・織物加工・縫製製品）の目指す方向。 

 

１．中国 養蚕・製糸業の現状 

 

（A）浙江凱喜雅集団（CATHAYA）10 月 14 日 AM：9：30 

全国繭生産量の推移 （単位：万トン） 

1995 年 76.0 2003 年  61.0 

1996 年 47.1 2004 年  55.0 

1997 年 42.3 2005 年  62.2 

1998 年 47.5 2006 年  73.9 

1999 年 44.7 2007 年  78.0 

2000 年 50.1 2008 年  65.8 

2001 年 60.2 2009 年  50.0 割れ予想

2002 年 64.5   

 

浙江省の繭生産は１９９３年、９４年がピークで１４．０万トンの生産を行ったが、

２００８年には７．４万トン（１９９４年比５３％）となっている。 

１９９５年の四川（２０．３）江蘇（１８．６）浙江（１２．２）の第三位から２０

０８年の広西（１７．１）江蘇（１１．８）浙江（７．４）と同じく第三位ながら生産

シェアは大きく１１．２％まで下がっている。２００８年９月の世界金融危機の影響を

大きく受け、２００９年の全国繭生産は２０％強減産の５０万トン割れは避けられない、

との事。 

浙江省の繭・生糸の生産は全国シェアの１０％以下となってしまったが、シルク産業全

体から見ると、織物・製品を含めて５０％のシェアを持っているとの事で、長い歴史に培

われたシルクに関わる産業インフラと、貿易立地を生かしたポジションは変わらないもの

と思われる。 
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（B）陝西開成投資実業有限公司 10 月 16 日 AM9:45 

陝西省の繭生産は内陸部にあり、昔から米の取れない所で他の農作物にもあまり恵まれ

ない地域であり、１９９５年の１．８万トンから２０００年１．５万トン、２００８年１．

８万トンとほとんど変化の少ない地域である。（全国シェア２.８％）製糸工場もピークの

１６工場から現在１２工場へと減ったが、繰糸機セット数は逆に増えているとの事で、繭

生産と共にあまり変化はなく、地域性を表している。 

  しかし近年は、インフラ整備が進む中、労働者の流動化と平野部の養蚕減少の中で２

００９年秋繭、価格１，２００元/担でも他の農作物（カキ・リンゴ等）と比較して、増

産意欲には繋がらないとの事。 

（C）横县桂华茧丝绸有限責任公司 10 月 17 日 AM9：00 

広西蚕絲綢（集団）有限公司 10 月 17 日 PM1：30 

 広西自治区の繭生産は２００５年から始まった政府の「東桑西移」政策のもと、 

                           （単位：万トン） 

1995 年   2.1 2000 年 3.0 2004 年  9.2 

2005 年  14.8 2007 年 20.0 2008 年  17.1 

   ２００７年には全国繭生産の２５％強を占める様になった。横县桂华茧丝绸有限責任

公司も２０００年に繭の生産からスタートし、製糸（生糸生産）は４年目ということで

あった。現在生糸１０セット、主として国内販売、玉糸８セットは１００％輸出してい

る。現在広西自治区の製糸工場は約８０工場あり、広西蚕絲綢（集団）有限公司配下の

工場は２工場（来年１工場新設予定）であるが、約２/３の工場は広西省外（浙江・江

蘇・山東省等の絲綢公司、又は、有力製糸工場）からの資金と技術により、運営されて

おり、地元での操業のみならず、乾繭で他省へ転売されるものも相当あるとの事。しか

るに養蚕・製糸先進地域からの技術移転も、今後共スムーズに進むと思われる。広西自

治区でも２００９年の繭生産は大幅な減産（’０８年比３０～４０％減？）との事であ

り、春の干ばつ（影響は減産の１０％以下）があったものの、２００８年の平均生繭価

格が８００元/担まで下がった事が減産に繋がった。 

   ２００９年の広西自治区の年間平均繭価は１，２００元/担ぐらいになると予想され

るが、近年農民の意識の変化は大きく、１，２００元/担では生産の維持が出来ても、

なかなか増産までには繋がらないとの話であった。広西省の農作物の１位はサトウキビ、

２位が養蚕との事であった。 

   広西蚕絲綢（集団）有限公司 藍総経理の話によると、５年前に広東省絲綢公司より

５５％の出資を受け、今後の発展にそなえている。 

  政府の「東桑西移」政策により、急成長した繭・生糸生産の優位性を生かして（現状で

は製糸以降のシルク産業は皆無の状態）シルク加工工業団地の開発構想を持っており、

近い将来、沿岸地区の労働者不足・賃金アップも想定し、国内シルク産業先進地域、又
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は、海外からの企業誘致により発展を加速させる考えの様であった。 

【まとめ】 

  やはり政府の「東桑西移」政策は確実に進んでいる様であり、浙江・江蘇のみならず、

内陸に位置しながら１９９５年には繭・生糸生産のトップであった四川省（２０．３万

トン）は２００７年には６．９万トンまでに減っており、その地位を明け渡している。

片や広西自治区は２００７年全国繭生産７８万トンの中で、２０万トンと２５％のシェ

アを占め、２００８年全国繭生産６５．８万トン、２００９年５０万トン割れが予想さ

れるものの、広西自治区のシェア２５％以上は変わらないものと思われると共に、繭価

が回復すれば、まだまだ増産の可能性がある数少ない地域である。今後、繭・生糸生産

のみならず、年間の収繭８回又、労働力の優位性の点からも、今後製糸以降のシルク産

業への発展の可能性は大きなものがあると思われる。 

 

訪問時期は全国の秋繭収繭がほぼ終了した頃に当たり、春繭から大幅減産が続いている

中、秋繭についても予想通りの大幅な減産で終わった様であった。 

 １０月１９日以降、杭州市で開かれたシルク交易会後も減産をはやしたてる中で、ます

ます糸価は高騰している。 

 

 「東桑西移」政策がとられる中、世界景気回復期にあたる、２００５年からの増産、２

００７年の７８．０万トンのピークを経て、需給調整が再び始まる中、２００８年９月の

リーマンショック後の世界経済の縮小の中で調整は加速し、全国収繭量は２０００年の５

０．１万トンを割り込むのは必至であり、２０１０年の春繭収繭までの端境期の中で、歴

史的な世界の生糸需給の調整と、需給に見合う適正価格の値探り相場は当分続くものと思

われる。 

 

２．中国 シルク業界（織物・織物加工・縫製製品）の目指す方向 

 

（D）華鼎集団控股有限公司（CHINA TING GROUP）10 月 14 日 PM2：40 

  ＨＫの上場企業で創業時よりシルク中心に事業拡大し、２００５年頃まではほとんどシ

ルク製品で米国・欧州を中心に輸出してきた。（２００５年のシルク製品輸出ランキング

1 位との事。）その後、シルク１００％のマーケットは成熟市場となり、これ以上の拡大

は望みにくいとの判断から、他の繊維製品にも力を入れてきた。 

 

  ２００８年度は扱い高に占めるシルク製品（シルク交織・シルク混紡も含む）は４０％

までになっている。（２００８年シルク混を含む輸出は２，０００万枚、３億ドル） 

  近年の化学繊維の発展は非常に速く、それに対してシルク１００％の製品は礼装用、パ

ジャマ、インナー等に限定され、大きな発展は望みにくい。 
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  今後共、シルクには力を入れていくが、シルク交織・シルク混紡の製品拡大に加え、技

術的な改良を加える事で、マーケットを拡大する事が大事である。又、世界のどこに需要

があるのかも、考える必要がある。中国の経済成長と共に、国内のアパレルのブランドが

成長しつつあり、中国のブランド育成にも、今後力を入れて行く。 

 

（E）浙江凱喜雅華豪針織有限公司 10 月 15 日 AM9：45 

 浙江凱喜雅の１００％子会社で２００３年９月設立 

 ニット工場で主にインナーの生産、ニット織立、染色、縫製の設備を備えた一貫工場。 

 日本向けは約３５％（ワコール・トリンプ・アツギ・ルシアン・シマムラなど）、他は

米国（ウォールマートなど）が多い。１００％シルクのインナーが少しある。今後はイ

ンナーからスポーツウエアーにも力を入れていく。 

 

（F）達利（中国）有限公司 HIGH FASHION（CHINA）CO.,LTD 10 月 15 日 PM1：30 

こちらもＨＫ上場企業で設立３１年の企業である。設立時よりシルク専門の企業であ

るが、すでに生産は全て中国に移している。浙江・江蘇・広東等にも紡績・織物・染

色整理・縫製工場を持つと共に、ＨＫ・ＮＹ・ロンドン・ベニスにも支店を持つ、グ

ローバル企業である。現在総経理はイタリア人との事。米国・欧州への輸出が８０％

を占めており、日本向けは５％以下と少ない。 

 

  生産の８０％はＯＥＭであり、シルクの扱いは交織・混紡も含めると、織物・ニット・

染色までは９０％となっている。縫製については、他繊維の製品にも力を入れていく。 

  元々、シルク専門の企業らしく、自社又は、子会社で生産設備を持ち、常に新しい機

械の投入もなされており、シルクの染色・加工技術はかなり高度なものがあるものと思

われる。自社工場内に繊維検査設備を併設しており、現在米国基準・欧州基準両方の検

査を行っているとの事で、まだまだ、シルク（交織・混紡含む）の染色・プリント生地

での輸出も多い。 

 

今後はシルク専門企業として、シルク需要拡大の為、 

 ① シルク交織・シルク混紡織物のさらなる開発と、新しい加工技術（機能性を高める

為の加工）の開発に力を入れる。 

 ② 中国向けのブランドが育ってきており、今後ますます発展が期待される中で、国内

向けブランドへの生地・プリントの供給にも力を入れていく。 

 ③ 又、今まで海外のＯＥＭ中心であったが、今後は自社ブランドの製品の開発に力を

入れ、国内マーケットのシルク需要の拡大を目指す。 
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【まとめ】 

   今回の視察の中で３社のみを取り上げたが、中でも華鼎と達利は共に創業時よりシルクを

専業としてきたＨＫの上場企業である。生産は全て中国に移しているが、米国・欧州向け

の輸出が中心であるグローバル企業である。 

 

〈今後のシルク製品の展望〉 

１）シルク１００％の製品については既に市場は成熟している。価格も高くなる為、製品

アイテム・需要拡大も限られる。又、シルク１００％の製品の機能面でのデメリット

も、化学繊維の開発が飛躍的に進む中で再確認されつつある。 

２）シルク交織・シルク混紡織物の取扱いの拡大は既に両社共に進んでいる。今後天然繊

維との混紡・交織のみならず、他の化学繊維との混紡・交織も大いに期待される。 

３）シルク交織・シルク混紡織物についても、染色加工のみならず、後加工（起毛・コー

ティング・その他の風合加工）も今後のシルク需要拡大を計る為の大きなポイントで

あり、両社共に今後の技術開発に力を入れている。 

４）シルク製品の需要が、世界のどこにあるのかについても、両社は今までの欧米マーケ

ット中心から他にも目を向け始めており、特に中国の経済成長が加速化する中で、中

国国内ブランドの誕生と発展に相当期待しており、自社ブランド開発も含めて、シル

ク需要の拡大の為、国内ブランドの育成に重点を置く様に感じられた。 

５）両者はシルク業界では絹織物・シルク製品の代表的企業であり、販路を世界に広く持

っている為、世界のトレンドには情報も早く、その分世界の大手小売業者からのシル

クに対するニーズも取り込めており、技術開発にも積極的に取り組んでいる。 

６）両社共ユニクロからの要望で「洗えるシルク」の開発にも取り組んでいる様で、そこ

そこの段階まで来ているとの話も象徴的であった。 

 

  日本の絹業の歴史は長く、養蚕・製糸のみならず製織・加工技術においても、先進国

であったが、長い間の規制の中でグローバルな展開に参入出来ている日本のメーカー・

業者は非常に少ないのが現状である。もちろん両社が中国本土を生産地として発展して

きたＨＫの上場企業という優位性はあるものの、その自社生産設備背景とグローバル販

売チャンネルは、日本絹業界の企業の想像を大きく超えたものがあり、悔しく思う反面、

両者のシルクに対する技術開発意欲と、努力を目の当たりにしてシルク産業の可能性は

まだまだ大きなものがあると、大いに力づけられた次第である。 

 

以 上 
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中国市場調査の報告 
 

同興商事株式会社 渡邊 大 
 
【杭州市市場調査】 
 
SILK CAPITAL（シルク製品の専門店） 
 
観光客向けの売り場という感じだが、よくある大型工場やシルク博物館などに併設され

た土産物売り場のイメージである。最近では、中国国内の北京などからの富裕層が杭州は

シルクの産地という事で旅行に来た時に購入して行くという。店員もシルクの生地などの

専門知識がある。シルクサテンプリントブラウス ＲＭＢ６６０元（Ｊ￥９,２００）など

決して安くないが縫製レベルは日本向けには通用しないのでは？ 
 
シルクサテン表地裏起毛のパジャマＲＭＢ２,０００元は日本ではあまり販売されない商

品もあった。シルクプリント生地切り売りＲＭＢ１６０元/ｍなど。中国国内で今よく売れ

ているシルク綿の布団もあり、真綿布団より軽く体に沿うらしいとの事。 

杭州中国シルク城（鳳起路） 
 
シルク生地、製品の問屋街で、道を挟んで両側に古いお店、お土産屋さんが並んでいる。

シルクストールや生地の切り売り、半端物など内容はかなり良くない。これが商売として

成り立っている中国はある意味ですごいと感じた。 
 
【企業訪問】 
 
凱喜雅集団公司（ＣＡＴＨＡＹＡ） 
 
（浙江シルク事情の懇談会）浙江省シルク公司が民営化し、２００８年４月新社屋が完成

した。貿易関連会社１６社、工場関連会社２７社を有する。関連会社を含む従業員数は１

万人に及び、会社規模としては全国２００位内、浙江省１０位内に入る。２００８年度売

上８億３,６００万ドル（ＲＭＢ６０億元）輸出は昨年比減少している。 
 
業務内容は、貿易、生産（紡織織物）不動産、対外投資（中国国内）に分かれる。 

全国の繭の生産量は２００８年度６２万トンで、２００９年度は２０％～３０％減少して

５０万トンにも及ばないと予測される。干ばつなどの天候事情もあるが、主な原因は昨年
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来糸値が２０万元以下と安値になっており、養蚕農家も他の農産物価格が上昇する中２０

万元以下の価格では養蚕を放棄しだしている。現在糸値は２２万元～２３万元で取引され

ているが、まだ上昇すると思われる。但し２００６年度３７万元あたりまで上昇した時と

事情が異なり、世界金融危機の影響を受け価格は上昇し減産していても需要は伸びること

は無いという矛盾が起きている。 
 
今後については、浙江省での繭の生産は確実に減少するが東桑西移、広西自治区など西

の労働力のまだ低いところへ投資し生産が移っていく事がより多くなり中国全体としては

大幅に減少しないように進めていくようであるが、現在は製糸キャパシティーが過剰であ

るようだ。 
 
現在全国のシルク産業、貿易の約５０％を浙江省が占めている。 

浙江省内にシルク工業に約２５万人が従事しており 
製糸工場 １５３社 （半分は稼動していない）  ２万トン/年 
絹紡糸工場 ３８社               １.５万トン/年 
撚糸工場  ２０社強             ２,５００トン/年 
年間で生地 ２.８億ｍ 、ネクタイ ３億本、 服装 ２.５億着、 
シルク綿布団 １００万枚を生産している。 
 
２００６年以降貿易額も年々減少しており中国国内の内需を開拓する必要がある。浙江

省は後加工技術に優れておりシルクの弱点を機能面で補う付加価値商品の開発が急務であ

る。またシルクの良さと他素材との交織、交編、混紡により機能、感度ともにアップして

いく事がシルク需要の拡大につながるとの事。 
 

 
杭州藤富絲綢服装有限公司 
 
伊藤忠ホームファッション㈱８０％ 中国紅楼集団１５％ 杭州富強シルク工場５％  

出資の合弁工場で１９９４年に設立された。設立当初は、シルクニット、布帛製品が中心

であったが、現在はインテリア製品が中心となり、設備もカーテンや、フトンカバー用に

特殊なものがあった。良品計画が主要得意先で、店頭で販売されているソファー、ベッド

などが見本としてすべて保管されており、サンプル作成時のサイズ等々のチェック用との

事。インテリア製品で年間１００万枚を生産する。 
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華鼎集団控股有限公司 
 
２００３年設立 シルク製品縫製公司で、浙江省シルク公司の深圳関連子会社から香港

に会社設立をし、その後、当社を設立されたようである。貿易（ＥＵ、アメリカ向け中心）         

撚糸、織り、染め、プリント、縫製の一貫工場。シルクを扱う企業としては、捺染縫製と

もかなり高水準である。中国国内アパレルとしても１０年前からＦＩＮＩＴＹ（？）ブラ

ンドでファッションショーを開催するなど知名度は高い。 
 
その他のブランドもアメリカとのライセンス契約など中国国内での店舗展開を広げてい

る。欧米向けの製品輸出としては、’０５年以前はシルク中心であったが、シルク関係は現

在ほぼ飽和状態である、価格面もあるが素材としての機能面、開発含め綿、麻、ウール、

化繊など他素材の方が伸びている。現在、シルク絡みの扱いは約４０％で、現在綿、ウー

ル関係の後加工（後整理）工場設立準備中であった。中国では、イタリアなどと比較して

後整理いわゆる風合いだしが弱い為、この部分にかなりの設備投資を行い強化するようで

ある。                                         
 
浙江凱喜雅華蒙針織有限公司  
                                           

凱喜雅集団公司の関連子会社、２００３年９月設立され、元の生産背景である華賽ニッ

ト（凱喜雅の子会社）で１９９９年よりサントーニを設備導入し丸編みの無縫製（成型）

をインナー中心に生産開始、当初はグンゼ㈱のボディーワイルドなどメンズを日本の技術

指導のもと生産開始したとの事。 
 
 現在は日本向け４０％（ワコール、アツギ、ルシアン、しまむら等）、欧米向け６０％ 
従業員 編み ５０人 染色 ４５人 縫製 ２００人 
サントーニ ４０台 ＳＭ８ＴＯＰ２ ３８台 ＳＭ９ ２台 
２００８年 売上げ ４,０００万元 
 
達利（中国）有限公司 
 
香港ハイファッショングループの中国主管生産工場であり、数年前に訪問した際には捺

染、染色設備のみの工場であったが、工場を新設し自社ブランドの展示ルーム、縫製工場、

ニット（横編み）を粛山に集中させ、浙江省新昌地域には織物工場を有する。グループの

従業員数は、約１万１０００人、主取引先は、欧米であるが、華鼎集団とほぼ同様。昨年

来欧米向けは２０％ぐらいダウンしているが、内需に力を入れている。国内アパレルブラ

ンドへのプリント加工も増えてきている。 



 28

陝西開成投資公司 
 
旧陝西省シルク公司で、紡織品全般、服装の取り扱いが中心。年間売上げがＵＳ＄２５

００万。商談室に製品サンプルが展示してあったが商品レベルはかなり低いカジュアル中

心であった。現在今後の糸値の生産情況などについて見解は、凱喜雅での懇談会の内容と

同様。 
 

 
広西横県桂華蚩絲綢公司  
 
製糸工場で２０００年設立され、繰糸機 生糸生産 １０セット ３６５トン、玉糸生

産 ８セット ３００トン、現在養蚕農家との関係が良好であるのは、常に農家の利益を

考えているからとの事。この地域の農家では、４～１１月は養蚕、１１月～４月は椎茸を

生産してバランスをとっている。現状は繭が高くタイトであるが糸値が通らないので品質

基準を下げざるを得ない。糸の検査機関がないのは、やはり山東、江浙一帯と比較すると

まだ感覚が違う。 
 

 
今回の中国シルク産地の各社を訪問し共通した意見として 
１．現在の糸値では農家は養蚕を放棄する傾向にある。２３万～２５万元/トンでなければ 
  農家も他品種生産もしくは他産業に移行する。いずれにせよ東（浙江、江蘇）から西

へ生産が移っている。 
２．欧米中心に輸出が約２０％落ち込んでいる分は内需でカバーする。 
３．シルクの販売促進はシルク１００％ではなく、他繊維とのミックスが価格面より機能

面を考慮して必要と思われる。 
４．シルクの従来のアイテム以外にも中国国内でもシルク綿布団が大変売れている。 
  
 ただ杭州の開発力のもっとも優れた地域と西安、広西とではかなりの違いを感じたが、

労働賃の差がその違いほどでもないようであった。 
 

以 上 
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中国視察についての感想 
 

中和株式会社  潘 林龍 

 
今回初めて 新会員として絹委員会の訪中シルク視察団を参加させていただき、心より御

礼を申し上げます。 
 
六日間の日程で、宮崎団長様をはじめの業界の大先輩たちとご一緒に朝早く出発して、深

夜１２時頃ホテル着いた厳しかった日程を無事に出来た事と皆さんからさまざまな視点か

らの質問などの対応をよく勉強になりましたことを改めて感謝したいと思います。 
 
今回の視察についての感想は以下のように報告させていただきます。 
 
１、“脱和装”は今回視察の最大な特点であります。全部１２ヶ所を廻って、われわれ今ま

でやってきた和装と全然違う商品つくりと展開の方式を見られ、日本シルクのこれからは

どうするか？という大きな課題は何より緊急ではないでしょうかと実感いたしました。 
 
２、時代の変化ともいえますが、世界一の和装が出来る日本も世界一の洋装もかならず出

来るはずだと確信します。今から３年後に日本シルク洋装の“経済特区”を創出すること

が出来るのでしょうか？（場所、設備、資金、行政優待措置、デザイン，市場調査、ユニ

クロ式販売店などの展開） 
 
３、２５年前と比べてシルクの消費量が５％しか残っていないが、シルクに関する人材や

技術や設備や他の国より豊富なので、どう集約できるかを洋装絹需要促進事業とともに考

えなければならないと思います。 
 
４、雇用と中小企業の振興と同時に 日本シルクの未来を考える実行はわれわれの急務だ

と思います。 
 

以 上 
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私の感想 

 

浙江錦旅国際旅行社有限公司日本部   周萌 

 

日本繊維輸入組合から中国の絲綢市場調査を行うことになったので、通訳の依頼のお話

しを賜り、日程（案）、団員名簿を頂きまして大変嬉しくなりました。空港で皆さんとお

会いするまで、なんとなくドキドキでしたが、お会いして皆さんが普通の旅行者ではなく、

ビジネスでの訪中なので緊張するやら、ホットしたことが思い出されます。 

 

私は、大連大学で日本語を学び、通訳が正業なのですが、現在、中国の旅行社に所属し

ていますので、皆さんの国内飛行機便、ホテル、ご招待以外の食事の場所、料理内容など

をかんばって手配しました。私は、西安、南寧は始めての出張になりますので、現地とた

くさん打合せを行いました。通訳については、資料を頂き勉強しましたが、繊維それから

シルクなど専門用語があり、大変不安でした。皆さんの手助けを頂きましたが、あまり、

お役に立てなかったのではと反省しております。 

 

今回は絲綢服装城のシルク市場の視察、公司との懇談、工場視察がほとんど、観光、お

みやげを買う時間がまったくありませんでした。でも、移動のバスや飛行機のなかで、皆

さんが大変優しく私の生まれる前の中国のことなど多くを教えてくださり、考えますと大

変勉強になりました。 

 

六日間は本当にあっという間で、この一週間いろいろ繭とシルクにつきまして少しでも

分かって来て、本当に良い勉強、良い体験をすることができました。皆さんとお付き合わ

せさせて頂き、心からありがとうございましたと申し上げたい気持ちで一杯になりました。 

 

最後に帰りの空港に近づくにお別れのことばをたくさん考えていましたが、多くの縁に

結ばれて今日あることを皆さんが教えてくださったことを考えましたら、感極まってしま

い泣き崩れてしまいました。またいつか皆さんとお会いできますよね！その時まで楽しみ

にして待っております。 

 

最後に私の故郷の詩を謳います。 

江南憶ひ 最も憶ふは 是れ杭州 山寺の月中に 桂子を尋ね 郡亭の枕上に 潮頭を看る 

 作：白楽天 

 江南：揚子江南の水郷地帯、山寺：霊隠寺か天竺寺、桂子：木犀、潮頭：銭塘江の逆流 
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《随 想》「新シルクロードを訪ねる」             周 萌  

  中国の西漢時代、張騫という人により、シルクロードを開拓しまして、シルクの貿易

ができて、中国のシルクは世界で流通し始めた。だが、この世界のドアーを開いた古い道

は 2千年後の現代社会になって、いろいろな障害があり、歩いているシルク商人達はなか

なか進めなくなりました。いくらシルクの良さを呼びかけてもシルクの不況は依然として

引き続き、改めて国内外市場を開拓することは多分、目の前の任務だろう。 

   ため息するよりは動力に変え、シルクという物はただの商品じゃなく文化と歴史の

証拠品、先祖達の知恵の結晶と見て、シルク発祥地としての東方世界自身も広々な市場が

あることを信じ、新しい貿易戦略を見つけたら困難を乗り越えられるでしょう。つまり、

新シルクロードを訪ねなければならないでしょう。 

      新シルクロードはどこにあるか？ 

   圧力と危機に迫れ、この伝統産業は“繭を破って”、“繭籠り”から脱却したいの

です。農民の養蚕から、シルク商人、貿易会社、科学研究所、政府部門まで、情報交流と

相互協力を強め、この文化を永遠に伝えて行きたい。小さい蚕から細い糸へ、何千年に渡

って今日の産業になり、こんな大事な人類の遺産は諦めちゃいけないだろう。去年から金

融危機の影響でシルクの輸出貿易は猛烈に下がって、シルク営業者にとっては大きいなシ

ョックです。収入減少のためだけじゃなくてシルクの魅力も昔のようではないことを認識

しました、というのは皆の感想でした。   

科学技術は、日に日に発達した今日、伝統産業の注目は返って弱くなり、人達はシル

クの良さをはっきり知っているのに、着用する人は少なくなりました。上品、豪華の代表

としてのシルクは今現在、安い旅行記念品のモデルになり、一体どういうことでしょう。 

１、 中国農村地区の変化 

農産物の改良と発展、市民たちの健康志向の高まりに伴って、農産品の価格は大分上

がりまして、農産品開発は農村地区の主な産業になる一方、桑の畑は縮めて、養蚕す

る人と経験ある養蚕者は減少しつつあります。 

２、 シルク生地と衣類の価格悪性競争 

繭の値段の不安定(一番悪い時は 2 ケ月以内生糸 20 万/トンから 13 万/トンに落ちて、

コスト以下もなってしまった)シルクの低価格競争を起こり、質を問わず、価格のみは
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メーカの間のキーワードになりました。従って、シルクはおごり高ぶっているプリン

セスから個性ない若しくはもてないシンデレラに落ちて来ました。 

３、 シルク製品のイメージ  

シルク製品は従来からパジャマ、お祝い或いは宴会用ドレス、インテリア、インナー

に限られて、デザインもあんまり変わりないものと思い込んでいる。平日はあんまり

着ない利用率が低く、ちゃんとした服装も物凄く高いと若い消費者はほとんどそう思

っている。シルク衣類のアフタケア、洗濯はややこしいイメージがあります。 

さまざまの原因はシルク産業の発展に妨げているが、シルクを研究、営業する絹人達

は絶えず努力して、先祖達の文化を跡継ぎ、双肩にかかった歴史の責任を見て、新し

い道、つまり新シルクロードを切り開きます。 

     タフな道だけど、堅持、信じ、チャレンジしなくてはなりません。 

   私はシルクに詳しくないけど、一人の女性としての感想を少し纏めたいです。 

   私はショッピングする時、一番気になるのはデザイン、そして材料成分と値段です。

シルクは大好きだけど、百貨店で購入したことはなかった。いままで持っている愛着する

シルク服は：100％シルクのカジュアル衣服(紫)－日本の COCOON―専門店で購入した、値段

は 1340*88%=1179 元；100％シルクワンピース(オレンジ)―ギリシャのシルク専門店で購入

した、値段は 120 ユーロ*70％＝84 ユーロ；チャイナドレス(ピンクと黒)－杭州唐装店購入

した、値段は 1200*80%＝960 元 

   上海で仕事する女性友達―越ちゃんもシルクのファン(83 年生まれ)、四季の服装の

中半分はシルクです。夏のワンピース、チャイナドレス(5，6 年前“花様年華”と言う映画

の中、女性主人公は 20 枚以上のシルクのチャイナドレスを着換えしたから、一時ブームに

なった)から、秋の織物、冬の唐装コート(何年前か江沢民がシルク唐装を着て APEC に出席

したため、唐装は一時ブームになった)まで、シルク関連の衣裳は少なくない。最近買った

シルク服も洗濯しやすくなったようです。 

   私が言いたいのは、シルクというのは誰でも買う気があるものじゃないけど、根強

い需要層がいる。若者の消費層でも潜在的な市場があると思いますが、ようはいいもので

あれば、デザインが今の若者の好みであればというのが前提だろう。もちろん、アフタケ

アと洗濯方法も皆に宣伝できればいいと思います。値段の方、月給４－５千元ぐらいのサ

ラリーマンなら、1000-1500 元以内は納得できるだろう。 

以上の随想、少しでもご参考になれれば幸いです。  
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《あとがき》 

今回、絹委員会で計画したのが、中国市場調査で杭州を基点に杭州に戻るという行程で

した。各委員の携わっている分野が異なることもありますが、シルクの縫製工場を中心に

廻ることでした。縫製品においては、元になる生地、糸、繭の安定価格、品質が求められ

るところですが、山東省、浙江省、江蘇省などの沿岸地域の経済発展によって、品質の安

定的な養蚕業からの撤退を余儀なくされています。中央政府方針の「東桑西移」政策によ

って、広西チワン族自治区などへ養蚕業が移っていった点を鑑みて、南寧市から一番近い

（片道約２時間の行程）横県の製糸工場を訪問したが、養蚕業と政府の農業問題が絡んで

単に品質改良に止まらず、多くの問題が山積していた。 
 
欧米に輸出する世界戦略企業である達利集団は、養蚕、製糸は委託での品質管理を行い、

それ以降は自家工場での生産を行い、ブランド品を輸出しているとのことで、革新機械を

導入し規模、ファッション戦略、情報発信力等において他企業より群を抜いていた。また、

同様に華鼎集団においても、シルクの取扱いが減少しているが、他の素材の開発、海外戦

略などに優れた企業であった。 
 
この訪中の期間中の杭州、西安、南寧の各都市の中心は、高速道路に乗るまでの大渋滞

があり、日本に興味がなくとも、外国からの要人を受け入れたということで、懇談が長引

き、工場見学もみっちりで、２日目の伊藤忠の子会社の藤富の工場に着いたのが、１８時

過ぎだった。また、この日訪問先の杭州富強工場は、１８日（日）午前となり聞くところ

によると振り替えで操業してくれたとのことでした。  
 
 今回、CATHAYA の呂幸氏、高建明氏、藤富の佐藤弘氏、それから富強の陳張仁氏には

訪中に当たり大変お世話になり、さらに通訳、現地でのスケジュール調整、按配に尽力頂

いた周萌小姐に、この報告書の場を借りて厚くお礼を申し上げます。また、１９９０年に

当輸入組合が研修生として受け入れた左小宝先生（CATHAYA 服装分公司経理）に２０年

振りに会い、大変懐かしく懇談することができた。 
 
 一週間は、急ぎ足の日程であったこともあり、団員からの希望であるいつ、どこに訪問

し、誰と会ったかを写真でストーリーにしてはどうかとの依頼があり、私の能力の出来る

範囲で報告書に付けましたが、残念ながら１箇所、广西丝绸（集団）有限公司のバイタリ

ティーある藍樹思総経理との懇談の場の写真を失念してしまいましたので、お詫びすると

ともに団員の皆様のご協力と大変お世話になったことを心から感謝申し上げます。      

事務局  
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